
当社は、平成13年4月の入会で、兵庫工業会の長い歴史の中では加入年数が短いにもかかわらず、理事という大役を
仰せつかっております。
兵庫工業会の歴史をたどりますと、昭和28年の兵庫県産業能率協会設立に遡ります。
私もその年代の生まれということもあり、また、この原稿を書いている時期が神戸まつりと重なり、会社近くの新開地が

イベントで久しぶりに賑やかになっているのを見て、昔の記憶が呼び覚まされています。
ただ、イベントは一過性のものであり、永続的に人を引きつけるものでないと、本当の活気は生まれてきません。
若い方はご存じないでしょうが、昭和30年代までは新開地も大勢の人で埋め尽くされていたものです。
当時は、中心部に人口が密集していたこともありますが、神戸港が横浜と並んで2大貿易港として、多くの労働者が

港で働いていたことが、街の活気を作り上げ、神戸独特の雰囲気を作っていたのではないでしょうか。
翻って、現在の神戸ですが、「近頃活気がなくなった」という声を聞くようになりました。　　　　　
産業の衰退もあるでしょうが、神戸市の人口は当時と比べても増加していますので、郊外へと人が移り、結果として

人口が分散してしまったのも、活力をなくす一因ではと考えています。
神戸や兵庫県は、東西だけでなく、四国も日本海側へも高速道路や鉄道のアクセスに恵まれているにもかかわらず、

通過点になってしまっています。
通過点ではなく、人を留めるためには何が必要かを考えないといけないと思います。
神戸は幕末の開港時より、いろいろな外国との接触を通じて新進気鋭の精神を保ち続けてきました。
外国の方に違和感が少ない雰囲気があるところで、やはり、これからは貿易都市、国際都市化（サービス都市化）を

進めていく必要があると思います。
「いろいろな国の人と共生する街」を目指すことで、独特の雰囲気を醸し出すこともできます。
少子高齢化を迎えるにあたって、移民特区での外国人受け入れなど、大胆な発想が必要ではないでしょうか。
ハーバーランドのumieを歩きますと、街を活気づけるための、人が絶えず集まってくる環境の大切さを、つくづく感じます。
やはり、人が集まり、人が動くことで街に活気が生まれ、それが観光などで来られた方に良い効果を与えるのではな

いでしょうか。
ハコモノや景色だけでなく、何処にもない‘街の雰囲気’こそ、人が人を集める好循環を生み出すのだと思います。
産業の衰退、少子高齢化、人口減少、活気の喪失など、神戸市に限らず兵庫県下の自治体も同じ状況の中で、皆で

考えていかなければならない課題ではないでしょうか。
最後に、永年にわたり地域産業の振興にご尽力された先輩方のご意見を受けて、微力ですが兵庫工業会の発展に

寄与できればと考えております。
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平成28年5月13日㈮第1回理事会（書面表決）にて、以下の議案について61名の理事及び2名の監事の全員に賛成表
決をいただきました。これにより、審議案件は、原案通り全て承認されました。

〈議案〉　第1号議案　平成27年度事業報告について
第2号議案　平成27年度収支決算について
第3号議案　役員人事について
第4号議案　各種規定について
第5号議案　会員の入会について

第57回通常総会は5月31日㈫に正会員400会員のうち313会員（委任状を含む）の出席のもと、神戸ポートピアホテル
にて開催。大西功一会長の開会挨拶に続き、金澤和夫兵庫県副知事に来賓ご挨拶をいただきました。

引き続き、大西会長が議長となり、以下の議案について審議が行われました。その結果、全ての議案が原案通り承
認可決されました。

〈議案〉　第1号議案　平成27年度事業報告について
第2号議案　平成27年度収支決算について
第3号議案　役員の選任について

◆臨時理事会では、新たに副会長として竹田佑一氏を選任いたしました。その後通常総会出席者全員に報告し、満場
の拍手を受けた後、第57回通常総会は滞りなく終了いたしました。

◆また、通常総会の中で第3回フレッシュマン産業論文コンクール表彰式を行いました。受賞者は、6名の方々です（後
述）。皆様おめでとうございました。

◆通常総会終了後、日本銀行　神戸支店　支店長　石井　正信氏より、「最近の金融・経済情勢について」のご講演
をいただきました。

平成28年度 第1回理事会（書面表決）及び
第57回通常総会のご報告

長年にわたり、ご指導いただきまして、ありがとうございました。
　副 会 長　　松　下　秀　明　　グローリー㈱　　　　
　理　　事　　荻　　　俊　秀　　㈱IHI　相生事業所
　　 〃 　　　小　林　英　明　　兵庫県中小企業団体中央会
　　 〃 　　　吉　見　　　隆　　㈱三井住友銀行
　　 〃 　　　竹　中　　　朗　　三菱重工業㈱　神戸造船所
　　 〃 　　　橋　本　幸　亮　　㈱アシックス （敬称略）

退任役員の紹介

大西会長の挨拶 退任される松下副会長
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新 役 員 紹 介

深　田　修　司
理　事

兵庫県中小企業団体中央会
専務理事

尾　山　　　基
理　事

株式会社アシックス
代表取締役社長CEO

小　澤　重　雄
理　事

株式会社IHI　相生事業所
相生事業所長

小　谷　　　要
理　事

グローリー株式会社
取締役　常務執行役員

小　川　賢　一
理　事

株式会社三井住友銀行
公共・金融法人部　部長

戎　井　昭　彦
理　事

三菱重工業株式会社　神戸造船所
所長代理

新 副 会 長 紹 介

竹　田　佑　一
副会長
まねき食品株式会社
代表取締役社長
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大　西　功　一

村　元　四　郎

金　井　宏　彰

馬　場　宏　之

竹　田　佑　一

宮　本　　　要

荒　木　俊　光

岡　田　　　保

森　田　文　藏

出　井　　　勝

淺　井　昌　信

下土井　康　晴

友　藤　公　雄

近　藤　幸　雄

川　旗　邦　彦

番　所　利　行

宮　内　康　伴

阿比野　　　剛

頃　安　雅　樹

上　月　靖　史

蔦　　　明　憲

降　矢　寿　民

大　庫　良　一

黒　田　直　樹

井　上　直　也

吉　田　　　修

太　田　　　勲

黒　田　次　郎

神　門　　　登

安　藤　　　隆

石　田　和　史

株 式 会 社 神 戸 製 鋼 所

株 式 会 社 村 元 工 作 所

金 井 重 要 工 業 株 式 会 社

ダンロップスポーツ株式会社

ま ね き 食 品 株 式 会 社

公益社団法人　兵庫工業会

公益社団法人　兵庫工業会

株式会社岡田金属工業所

青 木 鉄 工 株 式 会 社

滝 川 工 業 株 式 会 社

ヒガシマル醤油株式会社

明 興 産 業 株 式 会 社

兵 神 機 械 工 業 株 式 会 社

大 王 電 機 株 式 会 社

株 式 会 社 旭 工 業 所

株式会社洲本整備機製作所

福 伸 電 機 株 式 会 社

阿 比 野 建 設 株 式 会 社

極 東 産 機 株 式 会 社

上月ウディックス株式会社

蔦 機 械 金 属 株 式 会 社

フ ル ヤ 工 業 株 式 会 社

オークラ輸送機株式会社

三 相 電 機 株 式 会 社

新 光 電 機 株 式 会 社

音 羽 電 機 工 業 株 式 会 社

兵 庫 県 立 大 学

姫 路 信 用 金 庫

ハ ニ ー 化 成 株 式 会 社

株 式 会 社 布 引 製 作 所

株 式 会 社 誠 工 社

顧 問

特 別 顧 問

代 表 取 締 役 社 長

相 談 役

代 表 取 締 役 社 長

専 務 理 事

常務理事　事務局長

代 表 取 締 役 社 長
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代 表 取 締 役 社 長

代 表 取 締 役 社 長

取 締 役 社 長
理事 兼 副学長 兼 
産学連携・研究推進機構長

専 務 理 事

専 務 取 締 役

代 表 取 締 役 社 長

代 表 取 締 役 社 長
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矮　松　一　磨

小　松　俊　彦

三　津　千久磨

眞　下　　　忠

上　村　勝　敏

林　　　正　好

髙　馬　　　勇

櫻　井　一　雅

小　野　桂　一

笠　原　　　亘

森　地　高　文

笹　川　敬　祐

髙　橋　勝　彦

平　松　幹　雄

苗　村　康　夫

岡　村　武　和

豊　嶋　義　富

大　島　孝一郎

今　北　　　毅

池　田　　　浩

冨　山　明　男

岡　本　　　望

中　川　啓　之

阿　倉　和　哉

下　村　治　生

尾　山　　　基

深　田　修　司
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私は2013年4月に入社し、3年目となる。今思えば仕事を覚えること、こなすことで必死だったためか、この約
2年半はあっという間だったように思う。この論文を書くにあたって“働き始めて感じたこと”を改めて考えること
ができ、今一度初心に戻り自分を見直す良い機会となった。

はじめに、私が勤務する株式会社タクミナは1956年に定量ポンプメーカーとして兵庫県朝来市生野町に創業
されました。創業当時は飲料水などの殺菌・滅菌を主とした事業であったが、現在では脈動のないスムーズ
フローポンプや高粘度液・高濃度スラリー液に対応したポンプなどの開発が進み、電子材料・光学フィルム・
化学・水処理・医療・食品など幅広い分野にて活躍している。最近ではアメリカ、韓国に営業所を設立し、
グローバルな企業としても活躍している。

タクミナが様々な分野で活躍できるようになったのはなぜか？
それはポンプの開発はもちろんだが、お客様の信頼を得たこと、また信頼を保ち続けたことが大きな要因だと
感じている。所謂、お客様目線で考えてきたからである。
この考えは企業理念にも表れている。
「タクミナは常にお客様の立場で物事を考え、個性豊かな人間と独創的な技術で世界に役立つ」
“お客様目線”これは学生時代にはなかった考え方だ。学生だった頃、工場で組立作業のアルバイトをした
ことがあったが、組み立てているだけで、製品の先にお客様がいるということは考えてはいなかった。
最近では、ある企業がデータを改ざんしたという大きなニュースがあった。莫大なお金の損害が出たが、それ
以上にお客様の信頼を失ったことの方が大きな損害であると感じた。
その次の日の朝礼である上司が話している中にこういう言葉があった。
「信頼が崩れるのは一瞬だが、信頼を取り戻すのは長い時間が必要になる。最悪の場合、取り戻すことができ
ないこともある」
この言葉は私の中で非常に印象に残った言葉である。自分本位の考えが会社に、又は自分自身に大きな損害
を与えるものだと改めて感じさせられた。今思えばアルバイト時代の考え方も同じようなものだったと今は感じ
ている。今は社会人となり、そういった自分本位の考えの無い様仕事をしているつもりだが、改めて考えさせられ
る良いきっかけとなった。
どうして“お客様目線”というものに着目したかは、今担当している仕事に関係している。私はお客様同席の
もと、購入していただいた製品の検査を行う立会検査を担当している。これは信頼を得る・信頼を保つといった
意味で非常に重要な仕事であると共に、どこまでお客様目線で物事を考えられているか問われる仕事だと感じ
ている。

兵庫工業会
第3回フレッシュマン産業論文コンクール

立会検査では多くのことを学ばせてもらっている。その中の一つに、何回か同席させていただいたお客様
から書類の読み合わせの時に「こういった書類はファイルに綴る場合が多いから、書類の左側にはスペースを
広めに作っておいた方がもらう側はありがたい」とアドバイスをいただいたことがあった。私はお客様に提出する
書類は特に注意深くチェックしているつもりだったが、間違いが無いようにチェックしているだけで、お客様への
心配りまでには至っていないということを思い知らされた。信頼というには程遠く、非常に悔しい思いをしたこと
を覚えている。

私たちが仕事をし、生活できているのはお客様があってのものだと今はこの仕事を通じて感じるようになっ
た。製品を提供する者として“お客様目線”は当たり前の事かもしれない。しかし、この当たり前の考え方を常に
意識し続けることは簡単なことではないとも感じている。難しいことかもしれないが、私は常に“お客様目線”で
仕事に取り組んでいきたいと思う。

ここまでのお客様は製品を購入していただく“お客様”についてだったが、後工程の作業者も“お客様”で
ある。これはQCの考え方である。私は品質管理課に所属していることもあってQCについては社外講習などにも
多く参加させていただいている。そこで知った考え方が“後工程はお客様”である。
製品は多くのプロセスを経てお客様に提供されている。そのプロセス内にもこの“お客様目線”ここでは“後
工程の作業者目線”が大切であると感じている。先ほど述べたアルバイト時代にはなく、社会人になって知った
考え方である。私自身、仕事をしていく中でこの考え方を大切にしていこうと思うきっかけがあった。私は特殊
検査と呼ばれる製造現場ではできない検査も担当している。ある物件で検査項目が非常に多く、しかも短納期
といった物件があった。それは配線が複雑で、付属される制御機器が多く、揃えなければ検査ができないと
いった非常に時間がかかる物件であった。その物件の製品を私が検査しようとした時、前工程である組立作業
者が制御機器を揃え、ある程度ではあったが配線までしてくれていることがあった。そのお陰で私は納期に
間に合い、無事にお客様へ製品を提供できたという出来事があった。その前工程の作業者も納期に追われ、
忙しかったはずだ。
しかし、後工程である私のことを考え、こういった行動をとってくれたことに私は非常に感動した。私の後にも
たくさんの工程がある。私もこの前工程の作業者の様に心配りができる人間になりたいと強く思う。
この“後工程はお客様”という考え方、心配りが最終の“お客様”に繋がっていくものだと改めて感じている。

私は社会人になり、様々なことを学び、多くの経験をした。これらの経験を通して仕事の遣り甲斐というもの
が少しではあるがわかり、今は非常に充実している。
それは様々なことに挑戦させてくれる会社のお陰だと感じている。
「仕事は人生の一部ではなく、仕事の中に人生がある」
これはとある企業の社長の言葉である。
これから社会人として仕事をさせていただいている会社に感謝し、その会社に貢献できる人間に成長したい
と思う。そして、仕事を与えてくれるお客様に感謝し、信頼できる製品を提供し続けたい。

株式会社　タクミナ　　足 立 詞 哉
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立会検査では多くのことを学ばせてもらっている。その中の一つに、何回か同席させていただいたお客様
から書類の読み合わせの時に「こういった書類はファイルに綴る場合が多いから、書類の左側にはスペースを
広めに作っておいた方がもらう側はありがたい」とアドバイスをいただいたことがあった。私はお客様に提出する
書類は特に注意深くチェックしているつもりだったが、間違いが無いようにチェックしているだけで、お客様への
心配りまでには至っていないということを思い知らされた。信頼というには程遠く、非常に悔しい思いをしたこと
を覚えている。

私たちが仕事をし、生活できているのはお客様があってのものだと今はこの仕事を通じて感じるようになっ
た。製品を提供する者として“お客様目線”は当たり前の事かもしれない。しかし、この当たり前の考え方を常に
意識し続けることは簡単なことではないとも感じている。難しいことかもしれないが、私は常に“お客様目線”で
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ある。これはQCの考え方である。私は品質管理課に所属していることもあってQCについては社外講習などにも
多く参加させていただいている。そこで知った考え方が“後工程はお客様”である。
製品は多くのプロセスを経てお客様に提供されている。そのプロセス内にもこの“お客様目線”ここでは“後
工程の作業者目線”が大切であると感じている。先ほど述べたアルバイト時代にはなく、社会人になって知った
考え方である。私自身、仕事をしていく中でこの考え方を大切にしていこうと思うきっかけがあった。私は特殊
検査と呼ばれる製造現場ではできない検査も担当している。ある物件で検査項目が非常に多く、しかも短納期
といった物件があった。それは配線が複雑で、付属される制御機器が多く、揃えなければ検査ができないと
いった非常に時間がかかる物件であった。その物件の製品を私が検査しようとした時、前工程である組立作業
者が制御機器を揃え、ある程度ではあったが配線までしてくれていることがあった。そのお陰で私は納期に
間に合い、無事にお客様へ製品を提供できたという出来事があった。その前工程の作業者も納期に追われ、
忙しかったはずだ。
しかし、後工程である私のことを考え、こういった行動をとってくれたことに私は非常に感動した。私の後にも
たくさんの工程がある。私もこの前工程の作業者の様に心配りができる人間になりたいと強く思う。
この“後工程はお客様”という考え方、心配りが最終の“お客様”に繋がっていくものだと改めて感じている。

私は社会人になり、様々なことを学び、多くの経験をした。これらの経験を通して仕事の遣り甲斐というもの
が少しではあるがわかり、今は非常に充実している。
それは様々なことに挑戦させてくれる会社のお陰だと感じている。
「仕事は人生の一部ではなく、仕事の中に人生がある」
これはとある企業の社長の言葉である。
これから社会人として仕事をさせていただいている会社に感謝し、その会社に貢献できる人間に成長したい
と思う。そして、仕事を与えてくれるお客様に感謝し、信頼できる製品を提供し続けたい。
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◆最優秀賞◆
　㈱タクミナ 足立　詞哉さん

◆優 秀 賞◆
　長谷川電機工業㈱ 木下　博喜さん

◆優 良 賞◆
　ジェミックス㈱ 井関　史也さん

　宮脇機械プラント㈱ 加納　　駿さん

◆努 力 賞◆
　㈱タクミナ 山下　直希さん

　フルヤ工業㈱ 秋田　　麗さん

第3回フレッシュマン産業論文コンクール受賞者一覧

足立　詞哉

加納　　駿 井関　史也 山下　直希

木下　博喜

秋田　　麗

5月14日㈯、センチュリー三木ゴルフ
倶楽部にて、兵庫工業会ゴルフ大会を
開催しました。（参加者35名）

当日は好天に恵まれ、朝から初夏の
日差しが降り注いでいた中、暑さにも
負けず日頃の腕を発揮され、楽しい1日
となりました。今回は女子プロとのニア
ピン対決を行い、7名の方がプロに勝
利しました。

ダブルペリア方式による優勝者、他
は以下の通りです。

第12回兵庫工業会ゴルフ大会2016

☆優 勝☆ 小林　俊夫 氏 （㈱シマブンコーポレーション  顧問） Gross 86（OUT42/IN44）  NET 70.4

☆準 優 勝☆ 清水　泰司 氏 （㈱シミズテック  常務取締役）

☆第 ３ 位☆ 金井　宏彰 氏 （金井重要工業㈱  代表取締役社長）

☆Ｂ Ｂ 賞☆ 江原　卓也 氏 （ジェミックス㈱  取締役総務部長）

大西会長 金井副会長

＜後列＞

＜前列＞
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4月20日㈬　兵庫県民会館におきまして平成28年度科学技術分野の文部科学大臣表彰「創意工夫功労者賞」伝達
式が行われ、下記の方々が受賞されました。

表彰された皆様は平成27年度「職域における創意工夫者表彰」知事賞受賞者の中から特に優秀な方々を兵庫
県が推薦し、このたび受賞の運びとなりました。おめでとうございます。

平成28年度「創意工夫功労者賞」伝達式

川崎重工業㈱　機械ビジネスセンター

川崎重工業㈱　船舶海洋カンパニー

川崎重工業㈱　播磨工場

㈱神戸製鋼所　技術開発本部

㈱神戸製鋼所　神戸製鉄所

㈱神鋼エンジニアリング＆メンテナンス

新日鐵住金㈱　広畑製鐵所

三菱日立パワーシステムズ㈱

三菱重工業㈱　神戸造船所

三菱重工業㈱　高砂製作所

松浦　幸範、田中　貴純

坂本　雅則

前田　泰幸

米田　哲平、榎本　　剛、山田　祐次、山岡　弘幸

神足　新二

飯谷　淳樹、橋本　　純、山﨑　　翼、松村　義規

小西　義則

岩崎　直樹

金澤　　建

黒塚　　勲

水口　正弥 以上18名　敬称略

兵庫県下複数団体（公益社団法人兵庫工業会、公益財団法人
ひょうご産業活性化センター、兵庫県中小企業団体中央会、社団法人
関西ニュービジネス協議会）共催による「夏のビッグイベント」も、恒例
行事としてすっかりおなじみとなり、15回目を迎えることになりました。

今年は世界各地で相次いで大規模地震・火山噴火が発生して
いますが、基調講演者に防災システム研究所の山村武彦氏を迎え、
危機管理の在り方や、企業としての事業継続計画について講演を
行うことにしています。また、分科会では中小企業のIoTについて
ディスカッションをし、会員企業の皆様に少しでも役立てることが
出来る内容で夏のビックイベントをお届けします。

今年も多くの方々のご参加をお待ちしております。

☆開　催　日　平成28年8月29日㈪［13：00～19：00］
☆開 催 場 所　ホテルオークラ神戸
☆基調講演者　山村 武彦氏（防災システム研究所 所長）
　　　　　　　［講演 15：30～17：00］

夏のビッグイベント2016（予告）
イベント
情報
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企業も組織の内外で厳しい選択を迫られる中で、生き残り発展していくには、第一線のチーム
リーダーがリーダーシップを発揮して、自律したものづくり組織（現場）を実現していく事が必要
不可欠な時代です。

第34回管理監督者大会では昨年から、階層別コースとし、2日間の研修を通じてそれぞれの
立場を深く見直し、選ばれた人材として更なる飛躍へのきっかけとなる研修といたしました。

各企業奮ってのご派遣と皆様のご受講をお待ちしております。

開 催 日： 平成28年9月9日㈮～10日㈯ （1泊2日研修）

場 所： 加古川プラザホテル （JR加古川駅　徒歩5分）

開講コース： 

受 講 料： 会員企業　1名　３７，８００円
 ※各コース共通・受講人数により割引あり
 ※１日目昼食・夕食、２日目朝食・昼食付き　税込、テキスト代込

9月開講　現場リーダー・管理職向け研修のご案内

詳細は今号に同封のパンフレットをご参照ください

公益社団法人　兵庫工業会　神戸事務所
〒650-0011　神戸市中央区下山手通6丁目3番28号　兵庫県中央労働センター3階
TEL：078-361-5667　 FAX：078-371-4336
担当：川本　kawamoto@hyogo-ia.or.jp ／ 田辺　tanabe@hyogo-ia.or.jp

管 理 監 督 者 大 会第34回

兵庫工業会　ホームページからもお申込みいただけます。

①リーダー・係長クラス

②新任管理職コース

③管理職スキルアップコース

係長・職長・現場長などリーダークラス
※非管理監督者（非管理職）でリーダーシップを発揮される方

新任管理監督者（管理職）
またはこれからその立場に立たれる方
※管理職就任前・就任後3年以内

管理監督者（管理職）として3年以上の勤務経験がある方

クラス 受講対象者（目安）

お問い合わせ・お申込み
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佐藤精機株式会社

当社は、1955年に佐藤貞義が創業いたしました。以来、機械加工に資源を集中し、社名の“精機”の名に相応し
い、ものづくり会社を目指し、歩みを進めています。取引先の業種は多岐に渡り、半導体製造装置部品、自動車試作
部品、エレベーター、エスカレーター等の昇降機部品、航空機・宇宙関連部品、カメラ等光学用部品、医療用機器
部品等、材質や形状を選ばず、ヴァリエーション豊かな設備で、徹底的な内製化を実施しています。

所在地：〒671-1261　姫路市余部区下余部240-6
T E L：079-274-1047  F A X：079-273-6964
U R L：http://www.ssc-e.co.jp
代表者：代表取締役社長　佐藤慎介

切削技術で“JAPAN BEAUTY”の体現を

製造スペース

たつのテクニカルセンター外観

2015年10月、兵庫工業会の会員企業、阿比野建設㈱様の施工
により、当社の新工場、呼称『たつのテクニカルセンター』が完成し
ました。そして、竣工以来、本年5月末時点で、延べ600名を超える
方々に、来場いただいております。この新しい施設は、精密加工に
特化した最新鋭の設備と工場環境を揃えており、また、兵庫県を
代表する作庭家竹内紫峰氏による植裁。日本画家佐々木裕而
画伯の日本の四季を描いた絵画が工場を彩っています。文化が
香るたつのの地から、日本のものづくりのすばらしさ、美しさを
私たちの技術で、世界に“JAPAN BEAUTY“として発信して
いきます。

同時5軸加工による削り出し薄肉加工品
材質：A7075 120角ブロックより削り出し

2015年11月東京ビックサイトにて開催の
新価値創造展にて

“新価値創造賞”技術の部受賞作品

本年度のトピックス

2月

3月

4月

5月

6月

JAXA はやぶさ2プロジェクトへの参画

JISQ9100を防衛基盤整備協会で認証取得

JAMSTEC はやぶさ2プロジェクトへの参画

昨年10月完成のたつのテクニカルセンターにCATIA V5導入

ダイバーシティの一環で、マレーシアから来日した兵庫県立大学工学部卒業の国費留学生2名を採用

サブコンタイランド2016（バンコク）に中小機構からの派遣で初の海外展示会出展

平成27年度補正「ものづくり・商業・サービス革新補助金」上限3000万円、採択



夏期休業のお知らせ
本会では、誠に勝手ながら8月11日㈭～8月16日㈫まで、夏期休業といたします。（8月17日㈬より通常業務）。

この間何かとご不便、ご迷惑をおかけいたしますが、何卒ご了承賜りますようお願い申し上げます。

イベント情報
月　日

７月15日㈮
７月26日㈫
７月28日㈭
８月５日㈮
８月25日㈭
８月29日㈪

事業名・内容
第1回　幹部育成研修
ドイツ総領事館との交流会
第1回企業法務研究会
第1回現場安全研究会
第2回　幹部育成研修
夏のビッグイベント

場　所
神戸市産業振興センター
エルナ・アドリアーン

神戸市産業振興センター
㈱神戸製鋼所　加古川製鉄所

神戸市産業振興センター
神戸ポートピアホテル

公益社団法人
兵庫工業会

〒650-0011　兵庫県神戸市中央区下山手通6丁目3番28号 兵庫県中央労働センター３階
TEL 078（361）5667／FAX 078（371）4336／Eメールアドレス mail@hyogo-ia.or.jp
URL http://www.hyogo-ia.or.jp

本 部
神戸事務所

〒670-0962　姫路市南駅前町123 じばさんびる 3 階
TEL 079（223）8230／FAX 079（223）8231

姫路事務所

ご入会・セミナー・講演会・研修などのお問合せ・お申込みは…

会 員 動 向

社名変更
新　社　名 旧　社　名 変　更　日

㈱神戸工業試験場
コベルコ建機㈱
㈱コベルコパワー神戸
ダイナックス工業㈱

㈱湊川金属テストピース製作所
コベルコクレーン㈱
神鋼神戸発電㈱ 
児島金属工業㈱ 

平成28年４月
平成28年４月
平成28年４月
平成28年５月

代表登録者変更
企　業　名 変　更　日新　代　表　者

㈱ナブテック
ダンロップタイヤ近畿㈱
㈱みなと銀行
日鉄住金テックスエンジ㈱
㈱Wave Technology
コベルコ建機㈱
グローリーAZシステム㈱
姫路経営者協会
日清テクノス㈱
㈱ハーテック・ミワ

代表取締役社長 秋田　敏明
兵庫支店 執行役員支店長 土井　行男
取締役頭取 服部　博明
参与　広畑支店長 湯村　英治
代表取締役社長 石川　高英
代表取締役社長 檜木　一秀
代表取締役社長 森川　泰史
会長 竹田　佑一
代表取締役社長 長谷川　龍雄
代表取締役社長 祝原　孝司

旧　代　表　者
橋本　正孝
塩見　友規
尾野　俊二
堀　　純啓
園田　琢二
塚本　晃彦
中村　　實
松下　秀明
磯田　雅士
立田　　憲

平成28年３月
平成28年４月
平成28年４月
平成28年４月
平成28年４月
平成28年４月
平成28年４月
平成28年5月
平成28年５月
平成28年５月

新入会員
企　業　名 所　在　地代　表　者　名

まねき食品㈱
久武正明建築設計事務所

代表取締役 竹田　佑一
代表 久武　正明

姫路市
芦屋市


